
 課題発見力 主体性 協働性 論理力 創造性 社会的関係形成力 

評価基準６ 「もっとこうありた

い」等の思いをもって

適切な探究課題を自ら

設定することができて

いる。 

課題解決のために自

ら進んで活動できて

いる。 

課題解決のために友だ

ちと自分のよさを出し

合い、力を合わせて粘

り強く取り組むことが

できている。 

情報を分類・整理し、筋道

を立てることができてい

る。 

新しい組み合わせや発

想に加え、さらに新し

い価値を見出すことが

できている。 

よりよい社会づくりのた

めに、地域や企業の人た

ちと協力（解決策の構想

等）し行動（提案）する

ことができている。 

評価基準５ 

 

探究課題を自ら設定す

ることができている。 

課題解決のために友

達の支援によって進

んで活動できてい

る。 

課題解決のために友達

と力を合わせて取り組

むことができている。 

情報を分類・整理し、必要

な情報を選択することがで

きていない。 

新しい組み合わせや発

想を見出すことができ

ている。 

よりよい社会づくりのた

めに、地域や企業の人た

ちと協力（解決策の構想

等）することができてい

る。 

評価基準４ 探究課題を友達の支援

で設定することができ

ている。 

課題解決のために友

達の支援によって活

動できている。 

課題解決のために役割

を分担することができ

ている。 

情報を分類・整理すること

ができている。 

既存の価値や発想の組

み合せを見出すことが

できている。 

よりよい社会づくりのた

めに、地域や企業の人た

ちと協力しようとするこ

とができている。 

評価基準３ 

 

 

探究課題を教師の支援

で設定することができ

ている。 

課題解決のために教

師の支援によって進

んで活動できてい

る。 

友達と力を合わせるこ

とができている。 

情報を友達の支援によって

分類・整理することができ

ている。 

自分なりの発想を見出

すことができている。 

地域や企業の人たちと協

力しようとすることがで

きている。 

評価基準２ 

 

「なぜだろう」「どう

なっているの」等の疑

問をもつことができて

いる。 

課題解決のために教

師の支援によって活

動できている。 

教師の支援によって、

友達と力を合わせるこ

とができている。 

情報を教師の支援によって

分類・整理することができ

ている。 

自分なりの発想を見出

そうとしている。（見

出せなくてもよい） 

地域や企業の人たちと関

わろう（質問する等）と

することができている。 

評価基準１ 

 

「なぜだろう」「どう

なっているの」等の疑

問をもつことができて

いない。 

課題解決のために活

動できていない。 

友達と力を合わせるこ

とができていない。 

情報を分類・整理すること

ができていない。 

自分なりの発想を見出

そうとしていない。 

地域や企業の人たちと関

わろう（質問する等）と

することができていな

い。 

① 教師用 ルーブリック評価表（全学年） 

低学年（基準１・２・３・４以上） 中学年（基準２・３・４・５以上） 高学年（基準３・４・５・６） 



 

 

 

 課題発見力 主体性 協働性 論理力 創造性 社会的関係形成力 

評価基準６ 「もっとこうありた
い」等の思いをもっ
て適切な課題をつく
ることができた。 

課題解決のために
自分から進んで活
動できた。 

課題解決のために友
達と自分のよさを出
し合い、助け合って
取り組むことができ
た。 

情報（調べたこと）を分
類・整理（仲間分け）し、
筋道をたてることができ
た。 

すでにあるものや友達
のアイデアと、自分の
新しいアイデアを結び
つけ、新しい価値（視
点・見方）を見出すこ
とができた。 

地域や企業に人たちと
協力してよりよい社会
づくりの案を考え、提
案（または実行）でき
た。 

評価基準５ 

 

課題を自分でつくる
ことができた。 

課題解決のために
友達の力をかり
て、進んで活動で
きた。 

課題解決のために友
達と役割を分担し、
助け合って取り組む
ことができた。 

情報（調べたこと）を分
類・整理（仲間分け）し、
必要な情報を選ぶことがで
きた。 

すでにあるものや友達
のアイデアと、自分の
新しいアイデアを結び
つけた。 

地域や企業の人たちと
協力してよりよい社会
づくりの案を考えるこ
とができた。 

評価基準４ 課題を自分でつくる
ことができた。（友達
の力をかりてもよ
い） 

課題解決のために
進んで活動でき
た。（友達の力をか
りてもよい） 

課題解決のために友
達と役割を分担して
取り組むことができ
た。 

情報（調べたこと）を自分
で整理することができた。 

すでにあるものや友達
のアイデアを知って、
自分の新しいアイデア
を見つけようとした。
（見つからなくてもよ
い） 

地域（応援団）や企業
の人たちと関わり、地
域のよさと課題を見つ
けることができた。 

評価基準３ 

 

 

課題を、先生の力を
かりてつくることが
できた。 

課題解決のために先
生の力をかりること
もあったが、進んで
活動できた。 

友達と一緒に取り組
めた。 

情報（調べたこと）を友達
の力をかりて整理すること
ができた。 

自分なりのアイデアを
出すことができた。 

地域（応援団）や企業の
人たちと関わり（質問す
る等）、地域のよさを見つ
けることができた。 

評価基準２ 

 

「なぜだろう」「どう
なっているの」等の
調べたいことが見つ
かった。 

課題解決のために
先生の力をかりて
活動できた。 

先生の力をかりて、
友達と一緒に取り組
めた。 

情報（調べたこと）を先生
の力をかりて整理すること
ができた。 
 

自分なりのアイデアを
出そうとした。（出な
くてもよい） 

地域（応援団）や企業
の人たちと関わる（質
問する等）ことができ
た。 

評価基準１ 

 

「なぜだろう」、「ど
うなっているの」等
の調べたいことが見
つからなかった。 

課題解決のために
活動できなかっ
た。 
 

友達と一緒に取り組
めなかった。 

情報（調べたこと）を整理
することができなかった。 

自分なりのアイデアを
出そうとしていなかっ
た。 

地域（応援団）や企業
の人たちと関わろう
（質問する等）とする
ことができなかった。 

 

②児童用 ルーブリック評価表（全学年） 児童に学習をふり返らせる際に用いる評価表。これらと授業、児童の実態をもとにワーク

シートを作成する。 

低学年（基準１・２・３・４以上） 中学年（基準２・３・４・５以上） 高学年（基準３・４・５・６） 


